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第 48回接続委員会 議事概要 

 

日時  令和元年６月 19日（水）18:15～18:45 

場所  総務省 10階 1001会議室 

参加者 接続委員会 相田 仁主査、佐藤 治正委員、山下 東子委員、関口 博正委員、高橋 賢委員、 

 西村 暢史委員、西村 真由美委員 

    総務省 竹村電気通信事業部長、大村料金サービス課長、大塚料金サービス課企画官、 

大磯料金サービス課課長補佐、小澤料金サービス課課長補佐 

 

【議事概要】 

 東日本電信電話株式会社及び西日本電信電話株式会社の第一種指定電気通信設備に関する接続約

款の変更の認可（平成 31年度の接続料の改定等）について【諮問第３１１５号】 

○ 総務省から資料について説明が行われた後、報告書（案）について、議論が行われた。 

○ その結果、報告書（案）のとおり、電気通信事業部会に報告することとなった。 

 

【主な発言等】 

（相田主査） 

再申請の対象は、NTT東日本については将来原価方式に係る接続料、NTT西日本については将来原

価方式に係る接続料及び通信用建物に係る年額ということで間違いないか。 

 （事務局） 

基本的にはそのとおり。加入光ファイバが中心で、あとは NGN の一部とコロケーション料金の一

部になる。 

 

（佐藤委員） 

  算定について間違いのないようにしていただきたい。それから、加入光ファイバの耐用年数の見

直しは行われたが、その他に関してもやはり検討課題が残っているので、きちんとそれを意識して

引き続き状況の注視と残課題の議論を続けていきたい。 

 

以上 

 

 


